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笹原 義正(高大 1 期) 

 例年 3月に行われる『いのっこ祭り』が

今年は 2月 23日 24日に開催しました。お

もちゃ部会の参加者は各日 12名、11名で

す。寒さで来客が少ないのではと心配でし

たが、初日は 11時頃に約 40名ほどが一気

に来場され廊下まで子ども達であふれてし

まう大盛況となりました。わたし達ＳＡは

1人当たり常時 3人から 4名の子どもさん

達を相手にする羽目になりましたが、さす

がＳＡの皆さんですね。あわてず騒がず子

ども達に懇切丁寧に相手をされてれました。

これには 24年の歴史を持つＳＡ吹田・おも

ちゃ部会の底力と感じ入った次第です。 

午後も相変わらず来訪者が途絶えず休む暇

さえない状況でしたが、皆さんは〇△に鞭

打っての大活躍でした。おもちゃの出来上

がった時や上手に遊べるようになった時の

子ども達の笑顔と「ありがとう」の言葉が

私たちを元気づけ、一瞬で疲れが取れてし

まうのです。やはりおもちゃボランティア

は止められませんね 
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松森 一夫(高大 2 期)  

 ２月３日節分、この日は朝から好天気に

恵まれ、急に弥生三月に入ったような陽気

であるのに客足は少し鈍い。 

 市内各校でインフルエンザが流行し学年

や学級閉鎖のところも多く、学校ではでき

るだけ外出も控える様に指導している所も

多いと云う。八木さんグループと K2 おも

ちゃクラブ（高２）７名竹細工の先生、博

物館からは機織りの展示などと見並さんの

賛助出演を加え総勢１２名余のスタッフで

あたるが、午前２０名午後２０名の定数に

少し満たぬ子供たちだが相当数の親御さん

の参加もありそれだけに各々実のある指導

ができたと思う。 

定刻開幕、八木さんの開会挨拶と趣旨説明

の後、自己紹介とそれぞれの持ち駒の紹介

を順次行い、子供たちの誘い込みにかかる。

ストロンボーン、小鳥、バルンカ―、カラ

カラコップ、吹きコマ、風船鉄砲、ヘリコ

プター、紙鉄砲、節分などである。 

先ず見並さんの鮮やかな手品に驚きの声を

上げる親子たち、BGM が無くても次々に

繰り出すマジックに感心させられる。  

マジックが終わり気のほぐれたところで堰

を切った様に各自思い思いのところに集ま

る、手際の良いものとそこそこの子供相手

では５人ぐらいが限度であろう。定数が決

まっているから準備は比較的楽であるがあ

まり手の込んだ出し物は避けたほうがいい

と思いつつ、各々が得意な物を例年よりも

グレードを上げ子供たちの気を引かせる。

さすが常日頃より研修をしている各員の手

作りおもちゃに対する意欲が表れている。

８００枚のチラシを近隣各校に配ったそう

だが、山三、山田南、千三、千一、岸二、

豊一、佐井寺、等など幅広い校区から参加

があったのは嬉しい。学校へのアクション

もさながら一番子供の事に集中している父

兄のいる、幼稚園、保育所などへの呼掛け

も逆に上の兄弟を引っ張り込めるのではな

いだろうか。子供たちがそれぞれ礼儀正し

く笑顔で帰っていくのを見るとこれこそが

ボランテアの至福と言える。志を為す事を

為す、遊び心と学ぶ心の両方あってこそ楽

しい SA 吹田のボランテア活動である。
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金馬 弘昌（20期）  

本年度の小、中学校との福祉活動を振り

返ってと題して、2月 22日（金）社会福祉

協議会の学校担当者とＳＡ吹田から三好、

見並、田原、金馬と他の団体の参加で懇談

会が開かれました。本年度は中学校からの

要請も多く高齢者疑似体験など福祉授業参

加数は延べ 9500人に達しました。 

 ＳＡ吹田の福祉教育授業参加は 8 校、回

数は 12回、参加人数は 102名でした。 

学校での福祉教育では先ず車いす、アイマ

スクの講義形式の授業を受けてからそれら

の疑似体験などの体験授業を行うのとでは

児童、生徒の関心、心構えが違うそうです。 

 身体の不自由な方たちに声かけする子ど

もの話しも耳にする昨今、弱者に優しいこ

ども達も増え我々の活動も役だっていると

思うと有難いことだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 見並 泰男（19 期） 

 定年を迎えて何か新しく始めたいと思っ

ていた時にすいた市報を見て知り吹田マジ

ックを見学したのがマジックとの出会いで

した。少し慣れてきた時に姪の結婚式でマ

ジックを披露したその時の拍手や笑顔が自

分の想像以上で、そこからマジックの魅力

にひかれていきました。15 年以上の歳月が

流れ、少しは皆さまに楽しんで頂けるマジ

ックが出来ているかなと思っています。今

は SA 吹田の総会、小学校、公民館、デイ

ケアで皆さんと会話をしながら、また種あ

かしをしたり、不思議がられたり、笑って

頂いたりするのが私の一番楽しいひと時で

す。これからも、一人でも多くの皆さんに

お会いして、楽しいマジックを披露し続け

たいと思っています。
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田原 美佐穂（19 期）  

 2月 13日大阪大学銀杏会館で地域ボラン

ティア団体と留学生の交流会がありました。 

24 年度日本語スピーチコンテストの受賞

者によるスピーチのあと、11 グループのグ

ループごとに留学生が交わり意見交換をし

ました。私のグループはインドの女性でし

た。日本にきて一番困ったこと、日本は印

鑑を使う習慣があるので印鑑を作る時に名

前をどうするかが難しかった。外国の方は

集合時間にルーズだという地域ボランティ

アの意見には彼女はもし 10 時が集合時間

なら 9：50 分集合にすれば遅れないなど。

そして地域活動で留学生をもっと利用して

欲しいし地域の方と交わって日本の文化を

学びたいと彼女は語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

◆編集後記◆ 

 今年は寒い日々が続いていますが、各地で梅の花が咲きはじめました、またスギ花粉と

大陸からの汚染物質と黄砂も飛び始めてちょっと心配な春がやってきます。 （K) 

 

吹田 活動予定 

ＳＡ吹田全般  時 間 内  容 担 当 場   所 

3月 8日(金) 10:00～12:00 ＳＡ吹田役員会  総 務 亥の子谷コミセン 

3月 13日(水) 10:30～12:00 おもちゃ部会議 笹原義正 総合福祉会館 

３月 18日(月) 10:00～12:00 歌体操部会 西村秀子 メイシアター第１練習室 

3月 30日(土) 10:00～12:00 ブロック部会/印刷 広 報 亥の子谷コミセン 

おもちゃ部会 時 間 内  容 担 当 場   所 

3月 2日(日) 13:00～15:30 おもちゃフェスティバル in 
和泉(SA連協主催) 

笹原義正 和泉シティプラザ 

国際交流部会 時 間 内  容 担 当 場   所 

  予定なし   

福祉部会 時 間  内  容 担 当 場  所 

  予定なし   

市民塾関係 時 間 内  容 担 当 場   所 

３月 5日(火) 10:00～12:00 歌体操市民塾 加藤昌子 千里市民センター多目的 2 

３月 19日(火) 10:00～12:00 歌体操市民塾 加藤昌子 千里市民センター多目的 2 


